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11 月 16 日（土）

茨城三大銘茶「古内茶」の産地で

ある古内地区で実施されました。

参加者には、地元茶生産農家によ

るお茶やお茶請けがふるまわれま

した。

古内茶　庭先カフェ
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新年のごあいさつ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
町
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
皆
様
方
よ
り
温
か
い
ご
支

援
ご
理
解
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
し
、

改
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
温
暖
化
の
影
響
か
、

日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
致
し

ま
し
た
。

　

我
が
町
で
も
、
台
風
19
号
に
よ
る

甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
て
、
特
に
、

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
、
床
下
浸

水
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
私

ど
も
の
知
る
限
り
過
去
数
回
あ
っ
た

洪
水
の
中
で
も
最
大
の
被
害
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
と
申
し
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
改
め
て
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
か

つ
て
経
験
し
た
事
の
な
い
ほ
ど
の
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
様
々

に
形
を
変
え
我
々
の
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
来
て
い
ま
す
。

　

城
里
町
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
大
き
な
変
化
や
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
今
一
度
、
地
域
を
見

つ
め
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

活
発
な
議
論
を
重
ね
、
城
里
町
に
お

け
る
議
員
の
役
割
や
あ
り
方
な
ど
も

協
議
し
な
が
ら
、
町
民
と
協
働
す
る

議
会
を
目
指
し
全
力
を
尽
く
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
７
月
に
世
界
の
祭

典
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
が
起
爆
剤
と
な
り
、
躍
動
感

に
あ
ふ
れ
る
良
い
年
と
な
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
、

本
年
も
ご
健
勝
で
明
る
く
、
幸
せ
に

み
ち
あ
ふ
れ
た
実
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

副議長

阿
あ く つ

久津　則
の り お

男
議長

小
こ あ く つ

圷　　　孝
たかし

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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▽
専
決
処
分
第
７
号
（
令
和
元

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
５
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
，
９
２
２
万
円

予
算
総
額

１
１
３
億
３
５
万
５
千
円

▽
城
里
町
公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
事
業
計
画
の
拡
大
に
よ
り
、

新
た
な
地
区
に
負
担
金
を
賦

課
す
る
に
あ
た
り
、
第
４
負

担
区
を
設
け
る
も
の
）

▽
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
成
年
被
後
見
人
等
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
不
当
な
差
別

を
さ
れ
な
い
よ
う
、
欠
格
条

項
の
文
言
を
削
除
す
る
も

の
）

▽
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
、

非
常
勤
特
別
職
の
一
部
が
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す

る
こ
と
か
ら
、
任
用
、
勤
務

条
件
等
に
関
し
必
要
な
事

項
、
引
用
条
項
等
を
改
正
す

る
も
の
）

▽
城
里
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
条
例
の
制
定

	

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
、
費
用
弁
償
、
手
当
等
の

支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
）

▽
城
里
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

町
条
例
の
制
定

	

（
給
与
、
人
事
評
価
、
任
免

及
び
職
員
数
に
関
す
る
状
況

等
11
項
目
の
ほ
か
、
公
平
委

員
会
の
業
務
状
況
に
つ
い
て

翌
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

公
表
す
る
よ
う
規
定
す
る
も

の
）

▽
城
里
町
農
業
集
落
排
水
事
業

債
償
還
準
備
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
廃
止

	

（
農
業
集
落
排
水
事
業
推
進

交
付
金
を
積
み
立
て
て
い
た

が
、交
付
が
終
了
し
た
た
め
、

町
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
）

第４回定例会で決まったこと

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長
か
ら
専
決
処
分

１
件
・
条
例
改
正
・
制
定
等
５
件
・
条
例
廃
止
１
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
補
正
予
算
７
件
・
人
事
案
件

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
修
正
案
を
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
２
件
、
報
告
30
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

専
決
処
分

条
例
改
正
・
制
定
等

条
例
廃
止

承
　
認

可
　
決

可
　
決

　

こ
の
条
例
は
「
非
正
規
」

と
い
う
名
称
は
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
非
正
規
職
員
に
対

し
法
的
な
根
拠
を
与
え
固
定

化
し
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

繋
が
り
か
ね
な
い
も
の
。
第

２
は
、
任
用
期
間
の
限
度
を

３
年
ま
で
５
年
ま
で
と
定
め

て
も
、
労
基
法
す
ら
無
視
す

る
権
利
ま
で
な
く
な
る
制
度

で
あ
り
、
雇
い
止
め
に
つ
な

が
る
。
第
３
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
給
付
に
つ
い

て
、
フ
ル
タ
イ
ム
は
給
料
、

各
種
手
当
支
給
対
象
に
な
る

が
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
報

酬
、
期
末
手
当
の
み
。
正
規

の
公
務
員
を
減
ら
す
条
例
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員
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▽
城
里
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
延
命

化
工
事
の
契
約

増
税
分
を
増
額
変
更
す
る
も
の

変
更
請
負
金
額

４
億
９
，
０
０
５
万
円

変
更
に
よ
る
増
額

８
９
１
万
円

契
約
の
相
手
方

	

東
京
都
港
区
港
南
１
丁
目

	

７
番
18
号

	

水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

	

株
式
会
社　

首
都
圏
支
店

契
約
方
法

　

随
意
契
約

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

	

（
８
名
の
議
員
よ
り
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
可
決
）

追
加
補
正
額
（
修
正
前
）

１
億
５
，
２
５
１
万
４
千
円

修
正
内
容

　

衛
生
費
の
自
動
車
購
入
費
用

等
を
削
除

△
１
，
４
４
０
万
円

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
設
定
す
る
34
件
の
債

務
負
担
行
為
の
う
ち
、
以
下

の
４
件
を
削
除

・
城
里
町
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
等
補
助

・
江
戸
川
区
都
市
交
流
田
植
え

稲
刈
り
体
験
事
業
補
助

・
城
里
町
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
維
持
管
理
業
務

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

追
加
補
正
額

１
億
３
，
８
１
１
万
４
千
円

総
額

１
１
４
億
３
，
８
４
６
万
９
千
円

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
，
１
０
０
万
円

予
算
総
額

２
３
億
３
，
９
９
９
万
２
千
円

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
１
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
１
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

補
正
額

△
２
，
４
３
０
万
円

収
入
支
出
予
定
額

７
億
３
，
１
４
０
万
６
千
円

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

契
約
の
締
結

可
　
決

補
正
予
算

可
　
決

第４回定例会で決まったこと

城里町衛生センター

石塚浄水場
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可
　
決

人　
　

事

同
　
意

陳　
　

情

発　
　

議

採
　
択

可
　
決

提
出
者

関　
　
　

誠
一
郎　

議
員

第４回定例会で決まったこと

▽
国
道
１
２
３
号
線
沿
い
（
城

里
町
那
珂
西
）
振
動
に
関
す

る
陳
情

▽
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共

交
通
を
維
持
・
活
性
化
す
る

施
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▽
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共

交
通
を
維
持
・
活
性
化
す
る

施
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
規
制
改

革
）
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

▽
城
里
町
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

松
村　
　

孝
氏（
つ
く
ば
市
）

江
幡　

幸
子
氏
（
石
塚
）

横
倉　

好
夫
氏
（
石
塚
）

小
幡　

利
克
氏
（
粟
）

和
田　

雅
治
氏
（
阿
波
山
）

川
又　

重
光
氏
（
塩
子
）

令
和
元
年
12
月
20
日
か
ら
２

年
間
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

久
保
田　

殿
司
氏（
上
青
山
）

松
﨑　
　
　

忍
氏
（
増
井
）

小
山　

ま
り
子
氏（
那
珂
西
）

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年

間
。

賛
同
者

阿
久
津　

則　

男　

議
員

河
原
井　

大　

介　

議
員

薗　

部　
　
　

一　

議
員

藤　

咲　

芙
美
子　

議
員

猿　

田　

正　

純　

議
員

加
藤
木　
　
　

直　

議
員

桜　

井　

和　

子　

議
員

杉山議員に対する議員
辞職勧告決議について

対
発議第６号

　2012年（平成24年）頃から、インターネット投稿サイト上に城里町議会議員の誹
謗中傷の書き込みが始まり、その後７年間ものあいだ、ずっと誹謗中傷の書き込みが
続いていた。
　小圷孝議員が議長になってから、小圷議長に対する誹謗中傷が増え、その異常さに
身の危険を感じた小圷議長は、昨年、インターネット投稿サイトに開示請求をしたと
ころＮＴＴドコモからの書込みであると判明した。
　次に、そのＮＴＴドコモに対し、書込み者の開示請求の訴えを起こしたところ、令
和元年７月８日に東京地方裁判所にて名誉棄損であると認められ勝訴したところであ
る。
　この判決により、令和元年７月25日にＮＴＴドコモは書込み者の情報開示に応じ、
茨城県東茨城郡城里町大字粟412の杉山清議員の氏名が開示されたものである。
　昨今、インターネットでの誹謗中傷が社会問題となっている。
　2019年１月に、大分県宇佐市では、インターネットの掲示板で同僚の市議会議員
を中傷したとして、宇佐市の市議が名誉毀損の疑いで書類送検され辞職した事件があ
った。
　また、2019年８月、常磐自動車道で起きた「あおり運転事件」で、無関係の女性
を犯人扱いし、ネットに書き込みをし、名誉棄損で訴えられていた豊田市の市会議員
も辞職している。
　インターネットは世界に発信されている。投稿された記事は、城里町だけでなく、
世界に訴えていたことになり、今も書き込みは残っている。
　我々、議会議員は選挙で選ばれた公人であり、町民の見本とならなくてはならない
立場である。
　よって、我々は杉山清議員に対し、東京地方裁判所の判決で「杉山清」の名前が開
示された事実を重く受け止め、直ちに議員辞職するよう強く求めるものである。
　以上、城里町議会として、杉山清議員の議員辞職勧告を決議する。
　令和元年12月17日

茨城県東茨城郡城里町議会
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▽
専
決
処
分
第
５
号
（
令
和
元

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
４
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

５
億
４
，
３
９
０
万
５
千
円

予
算
総
額

１
１
２
億
８
，
１
１
３
万
５
千
円

▽
専
決
処
分
第
６
号
（
令
和
元

年
度
城
里
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
３

号
）
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

追
加
補
正
額

４
億
９
，
８
０
０
万
円

予
算
総
額

１
５
億
３
，
３
０
７
万
９
千
円

▽
城
里
町
災
害
見
舞
金
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
半
壊
の
被
災
住
家
に
対
す

る
早
期
復
旧
を
支
援
す
る
た

め
、
町
独
自
の
見
舞
金
を
設

定
し
、
見
舞
金
等
の
額
を
規

則
に
委
任
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
整
備
（
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
）
工
事
の
契
約

契
約
金
額

５
億
２
，
３
０
６
万
４
千
３
百
円

契
約
の
相
手
方

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
末

長
３
丁
目
３
番
17
号

株
式
会
社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
営

業
部

契
約
方
法

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
随
意
契
約

変
更
内
容

戸
別
受
信
機
の
予
定
台
数
を

７
，５
０
０
台
と
す
る
も
の
。

第１回臨時会で決まったこと

契
約
の
締
結

専
決
処
分

条
例
改
正

否
　
決

承
　
認

可
　
決

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

こ
の
工
事
請
負
契
約
は
随

意
契
約
と
の
理
由
で
過
去
に

否
決
さ
れ
た
案
件
で
あ
る
。

町
の
財
務
規
則
に
よ
れ
ば
本

来
、
競
争
入
札
に
す
べ
き
も

の
。
こ
の
議
案
書
が
臨
時
議

会
と
い
う
理
由
で
事
前
に
配

ら
れ
て
い
な
い
。
検
討
す
る

暇
も
な
く
即
決
を
強
い
ら
れ

る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
戸

別
受
信
機
を
全
戸
に
設
置
す

る
計
画
そ
の
も
の
は
、
今
回

の
台
風
被
害
か
ら
み
て
も
町

民
の
希
望
に
沿
う
も
の
だ

が
、
６
月
議
会
で
否
決
に
な

っ
た
業
者
を
ふ
た
た
び
提
案

し
て
き
た
こ
と
に
強
い
不
審

を
抱
く
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

第
１
回
臨
時
会
が
11
月
７
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
契
約
の
締
結

１
件
を
否
決
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

傍聴者報告
第４回定例会（12月10日～17日まで開催）	40人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http：www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は３月３日から13日を予定しております。

車いすでの傍聴も出来ます。



しろさと議会だより　№617

審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
　第１回臨時会及び第４回定例会の議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は－、除斥は※で表示してあります。

議員名

議案名

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

関　

誠
一
郎

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝
■第１回臨時会（令和元年11月7日）
専決処分第５号（令和元年度城里町一般会計補正予算第
４号）の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第６号（令和元年度城里町公共下水道事業特別
会計補正予算第３号）の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町災害見舞金等に関する条例の一部を改正する条例
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（防災行政無線） × × × × ○ × ○ × × × ○ ○ ○
■第４回定例会（令和元年12月10日～17日）
専決処分第７号（令和元年度城里町一般会計補正予算第
５号）の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

城里町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を
改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町農業集落排水事業債償還準備基金条例を廃止する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図
るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事変更請負契約の締結について（衛生センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度城里町一般会計補正予算（第６号）に対する
修正案 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×

令和元年度城里町一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度城里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度城里町介護保険特別会計補正予算（第２号）
について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第
４号）について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度城里町水道事業会計補正予算（第２号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町政治倫理審査会委員の選任につき同意を求めるこ
とについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ライドシェアの導入に反対し、タクシー等の公共交通を
維持・活性化する施策推進を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉山清議員に対する議員辞職勧告決議について ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ※ ×
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杉　山　　　清　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９
　１．水害対策について
　２．町の医療対策について
　
桜　井　和　子　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
　１．高齢者対策について
　２．乳がんの早期発見について
　３．エンディングサポート事業について
　４．布団の処理について
　
加藤木　　　直　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
　１．公用車の管理について	 	
　２．地域資源を活かした活性化推進事業について
　３．各施設のトイレ整備について
　
藤　咲　芙美子　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
　１．台風19号の対応について
　２．健診の要精密検査について
　
薗　部　　　一　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
　１．大網地区のペット霊園造成について
　２．河川の土砂等の除去について
　３．有害鳥獣駆除について
　
河原井　大　介　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
　１．災害対策について（震災、火災、水害）
　２．Ｊ２㈱水戸ホーリーホックの報道について
　３．黒沢止幾生家調査事業の進捗状況について
　４．桂（仮）支所について

今回６名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードをスマー
トフォンなどで読み込むと、一般質問時の動画が視
聴できます。

町
政
を
問
う

一般質問
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杉
すぎ や ま

山　　清
きよし

　議員

杉　

山　

那
珂
川
期
成

同
盟
会
（
茨
城
県
）
と
、

栃
木
県
11
ヶ
所
の
ダ
ム

と
情
報
、
連
携
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町

長　

茨
城
県
（
ダ

ム
検
討
部
会
）
で
連
携
、

治
水
対
策
を
検
討
し
進

め
て
い
く
。

杉　

山　

町
内
の
一
級

河
川
と
小
河
川
の
無
堤

防
、
仮
堤
防
の
整
備
及

び
河
川
内
の
立
木
伐
採

は
早
急
な
課
題
と
思
う

が
。

町

長　

支
流
を
含

め
、
那
珂
川
水
系
河
川

整
備
計
画
の
再
検
証
に

基
づ
く
河
川
改
修
事
業

の
促
進
を
強
く
要
望
し

て
い
く
。

杉　

山　

町
内
に
は
、

那
珂
川
に
２
ヶ
所
樋
門

が
あ
る
が
、
固
定
型
排

水
ポ
ン
プ
と
調
整
時
の

赤
色
灯
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。

町

長　

固
定
型
排
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

赤
色
灯
は
国
と
協
議
し

て
い
く
。

杉　

山　

根
固
屋
橋
架

け
替
え
は
再
三
再
四
の

質
問
で
あ
る
。
圷
地
区

の
被
害
を
最
小
限
に
す

る
に
は
、
排
水
の
確
保

が
必
要
で
は
。

町

長　

何
度
も
質
問

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
が
最
期
の
チ
ャ
ン

ス
と
思
う
決
意
で
、
県

へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

杉　

山　

今
回
の
台
風

で
、
圷
地
区
の
半
数
位

が
孤
立
や
浸
水
し
、
避

難
に
も
困
難
を
来
し
た
。

圷
小
学
校
跡
は
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

避
難
所
と
し
て
不
備
が

あ
る
。
指
定
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町

長　

圷
地
区
の
方

は
、
早
め
に
コ
ミ
セ
ン

へ
避
難
、
今
回
は
ケ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
城
里（
地

域
交
流
館
）
が
自
主
避

難
所
と
し
設
置
さ
れ
た
。

《町長》	機動的に動けるような消防、水防組織
のあり方をこれから詰めていきたい。

水害対策について

今
後
は
粟
地
区
は
桂
公

民
館
へ
の
避
難
を
お
願

い
し
た
い
。

杉　

山　

町
内
に
は
、

内
水
対
策
が
必
要
な
地

域
が
あ
る
が
、
検
証
・

解
決
策
を
伺
う
。

町

長　

住
民
の
方
と

協
力
し
、
通
常
の
土
砂

さ
ら
い
だ
け
で
な
く
水

が
流
れ
る
よ
う
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

杉　

山　

今
回
の
水
害

を
踏
ま
え
、
水
難
に
特

化
し
た
水
防
団
ま
た
は

消
防
団
に
水
防
班
を
創

設
し
て
は
と
思
う
が
。

町

長　

地
域
住
民
等

に
水
防
の
重
要
性
の
周

知
、
河
川
の
危
険
箇
所

の
巡
回
と
点
検
、
避
難

誘
導
と
、
専
任
水
防
団

の
必
要
性
は
大
い
に
痛

感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

機
動
的
に
動
け
る
よ
う

な
消
防
、
水
防
組
織
の

あ
り
方
を
こ
れ
か
ら
詰

め
て
い
き
た
い
。

杉　

山　

高
齢
者
の
多

い
当
町
に
と
っ
て
、
医

療
機
関
の
充
実
は
一
点

の
と
も
し
び
で
あ
る
。

最
近
、
有
床
医
療
機
関

の
縮
小
と
の
情
報
が
確

認
さ
れ
た
が
、
町
は
確

認
し
て
い
る
か
。

町

長　

休
床
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
も
町
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
維
持

で
き
る
よ
う
相
談
等
に

は
乗
っ
て
い
く
。

台風19号による被害（下圷地区）

町
の
医
療
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

維
持
で
き
る
よ
う
相
談
等
に
は
乗
っ
て
い

く
。
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高齢者対策について
（電動車椅子の購入助成）
《町民課長》	県内市町村の動向を参考にしなが

ら検討していく。 桜
さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

桜　

井　

高
齢
者
の
移

動
の
手
段
と
し
て
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
活
用

さ
れ
て
い
る
が
、
待
っ

て
い
る
の
が
大
変
と
の

声
も
あ
る
。
高
齢
者
の

足
に
な
る
電
動
車
椅
子

の
購
入
に
助
成
が
で
き

な
い
か
。

町
民
課
長　

今
後
、
県
内

市
町
村
の
動
向
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

桜　

井　

乳
が
ん
の
早

期
発
見
に
効
果
の
あ
る

乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ
の
配

布
は
で
き
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長　

女
性
が
罹
患

す
る
第
１
位
は
乳
が
ん

で
、
町
で
は
30
歳
か
ら

受
診
で
き
る
体
制
を
取

っ
て
い
る
。
乳
が
ん
の

６
割
以
上
が
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
早

期
発
見
が
で
き
れ
ば
９

割
が
治
る
と
さ
れ
て
い

る
。
乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ

は
特
殊
な
素
材
で
、
素

手
よ
り
も
感
度
が
高
く

異
常
を
見
つ
け
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
受

診
率
の
向
上
に
繋
が
る

よ
う
啓
発
用
品
と
し
て

検
討
す
る
。

桜　

井　

先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
横

須
賀
市
で
は
２
０
１
５

年
に
終
活
事
業
を
開
始

し
て
い
る
。
町
の
終
活

支
援
に
対
す
る
取
り
組

み
を
伺
う
。

桜　

井　

布
団
の
処
理

に
つ
い
て
町
長
よ
り
、

新
ご
み
施
設
建
設
に
あ

わ
せ
て
ご
み
分
別
収
集

計
画
の
中
で
検
討
課
題

と
し
て
い
く
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
民
課
長　

パ
ッ
カ
ー
車

等
で
一
般
ご
み
と
一
緒

に
回
収
す
る
と
水
分
を

吸
っ
て
し
ま
い
焼
却
施

設
の
負
担
が
大
き
く
な

る
た
め
、
従
来
通
り
の

処
理
に
な
っ
て
い
る
が
、

試
験
的
に
１
日
布
団
回

収
日
を
設
け
、
車
の
な

い
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
、
自
宅
ま
で
回
収
に

行
く
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。

電動車椅子

町

長　

高
齢
者
が
最

後
ま
で
そ
の
人
ら
し
い

人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
今
後
の
施
策

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

桜　

井　

町
営
の
墓
地

や
納
骨
堂
の
な
い
本
町

に
お
い
て
、
引
き
取
り

手
の
な
い
遺
骨
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
こ
ど
も
課
長　

毎
年
の
供
養

料
を
予
算
計
上
し
町
内

２
ヶ
所
の
寺
に
供
養
を

お
願
い
し
て
い
る
。

※
現
在
は
・
・
・

　

２
月
下
旬
頃
よ
り

順
次
回
収
予
定
で
す
。

　
（
要
申
込
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
広
報
し
ろ
さ

と「
お
知
ら
せ
版
」
１

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

《
健
康
保
険
課
長
》

啓
発
用
品
と
し
て
検
討
す
る
。

布
団
の
処
理
に
つ
い
て

《
町
民
課
長
》

自
宅
ま
で
回
収
に
行
く
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
の
施
策
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
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加
か と う ぎ

藤木　直
ただし

　議員

《財務課長》	ドライブレコーダーの段階的な整
備を検討する。

公用車の管理について

加
藤
木　

公
務
中
の
事

故
の
検
証
や
防
犯
カ
メ

ラ
と
し
て
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
各
車
両
に

装
着
し
て
は
ど
う
か
。

財
務
課
長　

現
在
１
５
２

台
の
公
用
車
が
あ
り
、

３
台
に
装
着
さ
れ
て
い

る
。
事
故
発
生
時
の
ト

ラ
ブ
ル
を
考
慮
し
、
今

後
導
入
す
る
公
用
車
を

対
象
に
段
階
的
な
整
備

を
検
討
す
る
。

加
藤
木　

公
務
中
の
事

故
は
、
年
間
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。

財
務
課
長　

毎
年
５
～
６

件
く
ら
い
の
事
故
が
あ

る
。

加
藤
木　

食
の
世
界
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
と
町

の
関
わ
り
は
。

町　

長　

歴
史
あ
る
も

の
で
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
。
交
流
事
業

な
ど
で
も
人
気
が
あ
り

売
込
み
を
図
っ
て
き
た
。

農
業
政
策
課
長　

全
国
ネ
ギ
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
で
知
名
度

の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

今
後
関
係
機
関
と
連
携

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
商
標
登
録
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

加
藤
木　

伝
統
工
芸
で

あ
る
粟
野
春
慶
塗
、
桂

ひ
な
に
つ
い
て
町
と
の

関
わ
り
は
。

町　

長　

重
要
な
工
芸

品
で
あ
り
、
伝
統
工
芸

士
認
定
の
意
見
書
を
県

に
提
出
し
支
援
し
て
き

加
藤
木　

町
内
各
施
設

の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。
特
に
災
害
時

避
難
者
の
多
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
急

務
で
は
。

教
育
長　

高
齢
者
や
障

害
を
持
っ
た
方
々
の
利

便
性
を
重
視
し
、
手
す

り
の
装
着
、
和
式
の
洋

式
化
な
ど
、
計
画
的
な

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

加
藤
木　

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
必

要
と
思
う
が
、
現
況
を

伺
う
。

教
育
長　

全
国
平
均
よ

り
も
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
率
が
高
い
。
今
後
、

設
置
率
の
低
い
学
校
を

対
象
に
整
備
し
て
い
く
。

た
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
通
し
両
工

芸
品
の
振
興
に
協
力
し

て
い
き
た
い
。

加
藤
木　

伝
統
工
芸
品

を
一
家
族
で
守
る
の
は

大
変
だ
。
町
と
し
て
の

支
援
策
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

加
藤
木　

常
北
小
の
職

員
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い

て
過
去
二
人
の
議
員
が

質
問
し
て
い
る
が
、
ど

の
様
に
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

教
育
長　

来
年
度
の
予

算
に
設
計
の
経
費
を
計

上
す
る
。

加
藤
木　

職
場
環
境
は

劣
悪
だ
。
設
計
工
事
費

を
計
上
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

レッドポワロ－

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
推
進
事

業
に
つ
い
て

《
町
長
》

振
興
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

各
施
設
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

計
画
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。
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藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

《町長》	一人の人的被害も出すことなく水害
を乗り切った。

台風19号の対応について

藤　

咲　

台
風
19
号
の

対
応
に
つ
い
て
、
今
回

の
経
験
を
き
ち
ん
と
分

析
、
検
討
し
て
教
訓
を

引
き
出
す
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
特
に
苦
労

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
や
役
場
職
員

た
ち
の
苦
労
を
次
に
生

か
す
た
め
に
も
必
要
だ
。

災
害
の
際
に
町
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、

町
民
の
危
機
回
避
の
対

応
対
策
は
適
切
で
あ
っ

た
か
。

総
務
課
長　

10
月
12
日
午

前
８
時
35
分
に
災
害
対

策
本
部
に
切
り
替
え
た
。

早
期
に
指
定
避
難
所
の

開
設
や
避
難
準
備
、
高

齢
者
等
避
難
開
始
の
発

令
を
出
し
危
機
回
避
の

指
示
を
実
施
し
た
。

町　

長　

一
人
の
人
的

被
害
も
出
す
こ
と
な
く

水
害
を
乗
り
切
っ
た
。

藤　

咲　

梅
の
杜
住
宅

で
は
13
日
午
前
５
時
頃

か
ら
西
田
川
の
水
位
が

一
気
に
上
が
り
逃
げ
道

を
ふ
さ
が
れ
、
草
を
か

き
分
け
な
が
ら
後
ろ
の

崖
を
必
死
に
よ
じ
登
っ

た
と
聞
い
た
。
町
は
こ

の
よ
う
な
状
態
を
把
握

し
て
い
た
か
。
住
民
へ

の
危
険
の
通
報
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
た
か
。

総
務
課
長　

崖
を
登
っ
て

の
避
難
は
か
な
り
後
か

ら
聞
い
た
。
夜
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
人
員

も
足
り
ず
、
現
場
に
出

ら
れ
ず
的
確
な
判

断
は
難
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。

藤　

咲　

風
が

強
く
て
も
暗
い
と

き
で
も
、
命
を
落

と
す
か
も
し
れ
な

い
と
き
は
避
難
を

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
不
適
切
な

対
応
で
は
な
か
っ

た
か
。

　

対
策
本
部
を
設

置
す
る
条
例
及
び

施
行
規
則
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
機

藤　

咲　

要
精
密
検
査

の
指
示
を
受
け
て
も
３

割
の
方
が
再
検
査
を
受

け
て
い
な
い
。
町
の
丁

寧
な
対
応
で
再
検
査
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

健
康
保
険
課
長　

検
査
に
緊
急

を
要
し
な
い
限
り
通
知

に
よ
っ
て
受
診
を
推
奨

し
て
い
る
。

藤　

咲　

２
次
検
査
を

受
け
て
も
ら
う
踏
み
込

ん
だ
対
応
を
す
る
に
は

専
門
職
で
あ
る
人
員
確

保
が
必
要
だ
。

町　

長　

十
分
な
サ
ー

ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
体

制
整
備
を
続
け
て
い
き

た
い
。

環境センターに集まった被災ごみ

那珂西地区　梅の杜住宅　後ろの崖

粟地区　那珂川氾濫の様子

能
し
た
の
か
。

町　

長　

す
べ
て
に
お
い
て

１
０
０
％
で
は
な

か
っ
た
。

藤　

咲　

命
に

関
わ
る
災
害
対
策

は
思
い
つ
き
で
で

き
る
も
の
で
は
な

い
。
住
民
に
向
き

合
っ
た
対
策
を
し

っ
か
り
と
行
う
べ

き
だ
。

健
診
の
要
精
密
検
査
に
つ
い
て

《
町
長
》

体
制
整
備
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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効
果
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
免
許
取
得
費
用

の
助
成
や
狩
猟
者
の
確

保
を
図
る
。

薗　

部
成
獣
と
幼
獣
と

の
捕
獲
報
奨
金
は
同
額

に
な
ら
な
い
の
か
。

町　

長　

実
施
隊
へ
の

報
奨
金
は
、
国
・
県
の

制
度
の
基
づ
い
て
い
る
。

薗
そ の べ

部　　一
はじめ

　議員

大網地区のペット霊園造
成について
《町長》	重大な懸念を持っている。

薗　

部　

（
仮
称
）
城

里
ペ
ッ
ト
霊
園
造
成
工

事
を
行
っ
て
い
る
（
株
）

ラ
イ
ズ
の
許
可
は
今
も

有
効
な
の
か
。
稲
敷
市

の
山
林
に
千
葉
県
内
の

土
砂
を
搬
入
し
条
例
違

反
で
逮
捕
さ
れ
た
件
と

本
町
で
許
可
し
て
い
る

（
株
）
ラ
イ
ズ
と
は
関
係

が
あ
る
の
か
。

町　

長　

ペ
ッ
ト
霊
園

造
成
工
事
は
周
辺
住
民

か
ら
懸
念
や
心
配
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
町
は
重
大
な
懸
念

を
持
っ
て
い
る
。
毅
然

た
る
対
応
を
し
て
い
る
。

町
民
課
長　

令
和
元
年
２

月
25
日
付
で
埋
め
立
て

た
土
砂
の
全
量
撤
去
命

令
書
を
通
知
、
同
９
月

２
日
現
場
確
認
、
事
業

主
が
立
ち
会
っ
て
事
業

は
完
了
し
た
。
許
可
は

終
わ
っ
て
お
り
有
効
で

は
な
い
。

薗　

部　

元
年
９
月
プ

レ
ハ
ブ
が
設
置
さ
れ
住

所
が
移
転
さ
れ
た
。
直

後
早
朝
２
時
３
時
か
ら

ダ
ン
プ
カ
ー
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
た
。
町
の

担
当
者
が
調
査
に
訪
れ

た
際
、
事
業
者
に
罵
声

を
発
せ
ら
れ
た
り
、
威

大網地区の現状

野生イノシシ

薗　

部　

河
川
に
堆
積

し
て
い
る
土
砂
等
の
除

去
は
現
在
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
な

く
１
回
で
済
む
よ
う
に

な
ら
な
い
の
か
。

町　

長　

建
設
業
者
が

増
水
河
川
の
土
砂
を
残

土
処
分
場
に
持
ち
込
ん

薗　

部　

鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
は
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
。
後
継
者
を
育

て
る
た
め
に
も
希
望
す

れ
ば
狩
猟
免
許
取
得
者

は
無
条
件
で
隊
に
加
入

で
き
な
い
か
。

農
業
政
策
課
長　

委
嘱
は
猟
友

会
の
推
薦
で
あ
る
。
有

害
鳥
獣
駆
除
を
安
全
に

嚇
さ
れ
職
員
の
安
全
と

職
務
遂
行
に
支
障
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

警
察
や
町
弁
護
士
に
相

談
し
手
続
は
と
っ
た
の

か
。
無
許
可
で
埋
め
立

て
な
ら
ば
今
後
、
警
察
、

司
法
の
力
で
解
決
す
べ

き
だ
。

町　

長　

司
法
の
手
で

解
決
す
べ
き
問
題
だ
。

警
察
と
連
携
し
、
厳
重

な
罰
が
加
え
ら
れ
る
よ

う
条
例
の
改
正
も
考
え

た
い
。

で
い
る
。

都
市
建
設
課
長　

一
時
的
に
水

分
を
除
去
す
る
た
め
の

保
管
場
所
が
必
要
で
あ

る
。
今
年
度
建
設
残
土

処
分
場
及
び
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
整
備
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
し

て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

《
町
長
》

報
奨
金
は
、国
・
県
の
制
度
の
基
づ
い
て
い
る
。

河
川
の
土
砂
等
の
除
去
に
つ
い
て

《
都
市
建
設
課
長
》

一
時
的
に
水
分
を
除
去
す
る
た
め
の
保
管
場
所
が
必
要
で
あ
る
。
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河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

《町長》	消防団の公用車の貸出については協
議していく。

災害対策について
（震災、火災、水害）

河
原
井　

台
風
19
号
の

水
害
へ
の
救
護
活
動
中

に
消
防
団
員
所
有
の
車

４
台
が
水
没
し
た
が
。

総
務
課
長　

消
防
団
公
務

災
害
補
償
制
度
に
よ
る

見
舞
金
を
支
給
し
た
。

現
在
、
団
員
の
車
の
補

償
は
出
来
な
い
。

町

長　

消
防
団
の
幹

部
会
議
で
見
舞
金
の
金

額
を
決
め
た
。

河
原
井　

消
防
団
の
公

務
、
活
動
に
対
し
て
町

役
場
の
公
用
車
の
貸
し

出
し
を
し
て
も
良
い
と

思
う
が
。

町

長　

し
っ
か
り
と

協
議
し
て
い
く
。

河
原
井　

今
後
の
防

災
と
避
難
訓
練
（
地
域
、

消
防
団　

役
場
、
医
療

関
係
者
と
の
連
携
訓
練
）

に
向
け
て
防
災
訓
練
の

充
実
を
図
っ
て
は
。

総
務
課
長　

防
災
訓
練
は

実
施
す
る
。
ま
た
、
や

り
方
の
検
討
に
入
る
。

河
原
井　

Ｊ
２
（
株
）

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

の
１
０
０
億
円
の
サ
ッ

カ
ー
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
構
想
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
が
あ
っ
た
が
。
報
告
、

連
絡
、
相
談
は
あ
っ
た

の
か
。

町

長　

新
聞
報
道
が

出
る
前
日
に
、
明
日
記

事
が
出
る
と
の
電
話
が

あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

河
原
井　

ア
ツ
マ
ー
レ

に
対
し
て
は
、
設
計
費
、

建
設
費
、
芝
生
維
持
管

理
費
等
々
、
今
ま
で
に

４
億
円
以
上
の
お
金
が

使
わ
れ
、
実
態
と
し
て
、

城
里
町
が
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
の
為
の
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ツ
マ
ー
レ
の
経
済
効

果
や
、
町
の
活
性
化
、

知
名
度
向
上
等
々
の
数

値
化
も
曖
昧
で
あ
る
し
、

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

と
の
協
定
書
（
契
約
書
）

も
町
に
と
っ
て
は
不
利

益
で
あ
る
。
当
初
の
町

の
事
業
企
画
で
は
、
Ｊ

２
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
も
企
業
誘
致
事
業
者

で
あ
り
、
今
こ
そ
、
記

者
会
見
の
報
道
を
受
け

て
新
規
の
１
０
０
億
円

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
官
民

連
携
で
、
雇
用
の
創
出

や
産
業
の
創
出
を
共
に

取
り
組
む
べ
き
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
時
だ
と
思

う
が
。
ま
た
、
水
戸
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
社
長
も

町
か
ら
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
提
案
を
求
め
て

い
る
が
。

町

長
　

今
回
の

１
０
０
億
円
の
新
ス
タ

ジ
ア
ム
構
想
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
大
き
な
事
業
が

動
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
人
の
流
れ
を
町
の

活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

知
恵
を
絞
っ
て
や
っ
て

い
く
。

河
原
井　

今
回
、
議
会

に
対
し
て
黒
沢
止
幾
生

家
保
存
の
基
本
設
計
が

提
出
さ
れ
た
が
。
生
家

を
含
む
周
辺
整
備
や
文

化
財
資
料
館
と
し
て
の

具
体
的
な
計
画
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
。

町

長　

城
里
町
の
税

金
で
は
な
く
、
生
家
周

河
原
井　

現
在
、（
仮
）

桂
支
所
は
、
桂
図
書
館

２
階
の
視
聴
覚
室
を
利

用
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
後
か
ら
表
の
看

板
に
は
（
仮
）
桂
支
所

の
ま
ま
で
あ
る
。
以
前
、

桂
公
民
館
と
（
仮
）
桂
支

所
を
統
合
し
、
桂
町
民

セ
ン
タ
ー
の
計
画
が
あ

っ
た
が
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

桂
支
所
の
移

転
先
は
、
桂
公
民
館
を

考
え
て
い
る
。
来
年
度
、

ト
イ
レ
と
消
防
施
設
の

改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。
計
画
的
に
改
修

を
実
施
し
て
、
桂
公
民

館
に
移
転
し
桂
町
民
セ

ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

辺
の
整
備
予
定
の
土
地

に
つ
い
て
も
寄
付
を
い

た
だ
い
た
り
、
建
設
、

整
備
費
用
に
つ
い
て
も

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
、
寄
付
を
募
る

手
法
、
全
国
か
ら
善
意

の
資
金
で
黒
沢
止
幾
生

家
を
整
備
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

Ｊ
２（
株
）水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
報
道
に
つ
い
て

《
町
長
》

人
の
流
れ
を
町
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

黒
沢
止
幾
生
家
調
査
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

《
町
長
》

善
意
の
資
金
で
整
備
し
た
い
。

桂
（
仮
）
支
所
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》

移
転
先
は
、
桂
公
民
館
を
考
え
て
い
る
。
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議会の動き・研修報告

　

横
須
賀
市
で
は
、
引
き
取
り
手
の

無
い
遺
骨
は
、平
成
22
年
度
に
43
柱
、

平
成
26
年
度
は
60
柱
と
徐
々
に
増
え

て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
終
活
課
題
に
つ
い
て
の
相
談
、

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
の
保
管
、
終
活

課
題
の
解
決
に
向
け
た
連
携
・
支

援
）」
を
開
始
し
た
平
成
27
年
度
は

35
柱
と
明
ら
か
に
減
少
さ
せ
る
事
が

で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
連
絡
先
、
病
院
、

薬
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管

先
、
遺
言
書
の
保
管
先
、
お
墓
の
所

在
地
等
の
情
報
を
希
望
者
な
ら
誰
で

も
登
録
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
私
の

終
活
登
録
事
業
」
を
開
始
し
た
こ
と

で
、
登
録
者
が
倒
れ
て
入
院
や
、
徘

徊
し
て
保
護
さ
れ
た
と
き
に
、
市
は

消
防
・
警
察
・
病
院
・
福
祉
事
務
所

等
か
ら
の
照
会
に
即
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
・
登
録
者
・
救
助
者
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で

す
。

　

終
活
事
業
と
は
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
再
考
す
る
事
が
で
き
る
、
非
常
に

大
切
な
事
業
で
あ
る
と
実
感
し
た
研

修
で
し
た
。

　

東
京
都
下
水
道
局
の
森
ケ
崎
水
処

理
セ
ン
タ
ー
は
、
日
量
１
２
０
万
㎥

以
上
の
下
水
を
処
理
す
る
、
都
内
で

も
最
大
の
下
水
処
理
場
で
す
。

　

下
水
処
理
場
内
で
は
、
汚
泥
ガ
ス

に
よ
る
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
非
常

用
発
電
を
有
し
、
施
設
の
電
気
を
賄

う
。
ま
た
、
巨
大
な
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
を

配
置
・
蓄
電
し
、
料
金
の
高
い
昼
間

に
こ
の
電
気
を
使
う
と
い
っ
た
運
用

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
13
億
円
の

電
気
代
が
、
約
７
億
円
に
な
り
、
年

間
約
６
億
円
も
の
コ
ス
ト
縮
減
と
な

り
、
契
約
期
間
で
あ
る
20
年
間
で

は
、
約
１
２
８
億
円
の
財
政
支
出
の

縮
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
汚
泥
消
化
ガ
ス
専
焼
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
や
灯

油
燃
焼
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
、
太
陽

光
発
電
な
ど
に
よ
り
複
数
の
電
力
源

の
多
様
化
が
図
ら
れ
、
電
力
確
保
の

信
頼
性
と
停
電
リ
ス
ク
、
電
力
コ
ス

ト
リ
ス
ク
が
分
散
で
き
る
事
に
よ

り
、
災
害
に
強
い
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

各
施
設
の
特
性
に
見
合
っ
た
最
適

な
電
力
確
保
方
法
を
見
い
だ
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
再
確
認
が
で
き

た
も
の
で
あ
り
、電
気
の
み
な
ら
ず
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
に
よ
り
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
今
後

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と
感
じ
非
常

に
た
め
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　10月12日に発生し
た台風19号による当
町の被災を受けて、常
総市議会及び東海村議
会より災害見舞金をい
ただきました。
　この災害見舞金は、
災害復興のため、大切
に使わせていただきま
す。

常総市議会、東海村議会より災害見舞金をいただきました

常総市議会　様 東海村議会　様

神
奈
川
県
横
須
賀
市

「
終
活
事
業
」

議
会
視
察
研
修

令
和
元
年
11
月
14
～
15
日

研
修
報
告

東
京
都
大
田
区

「
森
ヶ
崎
水
再
生
セ
ン
タ
ー
」
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追跡調査・編集後記

　

令
和
は
、
万
葉
集
の
中
か
ら「
厳

し
い
寒
さ
の
後
に
春
の
訪
れ
を
告

げ
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
一

人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
と
と

も
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
」
こ

と
を
願
い
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

去
年
は
台
風
の
影
響
で
町
も
大

き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
更
に
令
和

の
願
い
を
込
め
文
化
・
経
済
の
復

旧
・
復
興
に
務
め
町
民
が
安
全
・

安
心
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
奮

闘
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

令
和
２
年
、
子ね

年ど
し

、
城
里
町
は

誕
生
し
て
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。

町
の
文
化
を
様
々
な
分
野
へ
向
け

て
発
信
さ
せ
多
く
の
子
供
達
に
未

来
あ
る
大
人
に
育
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。阿

久
津　

則
男　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

阿
久
津　

則　

男

副
委
員
長　

三　

村　

孝　

信

委　
　

員　

藤　

咲　

芙
美
子

猿　

田　

正　

純

加
藤
木　
　
　

直

桜　

井　

和　

子

令
和
２
年
２
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

具体的な案は今のところない

石塚小学校放課後児童クラブ跡地に
ついて

（平成30年12月）

石塚開放学級の施設を整備すること
に決定した

放課後児童クラブ施設整備検討委員会を設
置する。
具体的な案は今のところない。

畜連跡地の利用計画はあるのか。

検討委員会の協議を経て、現有する放課後
児童クラブである「石塚開放学級」の施設を
整備することに決定した。当該用地内の別
の場所に新築し、移転後に旧施設を取り壊
す方向である。令和元年度中に施設整備に
関する基本・実施設計業務を実施し、その
設計を基に、２年度から施設の建設工事に
着手する予定である。

ガードレールを設置していきたい

町道2256号線（上入野・関根地区）
拡張工事の要望書について

（平成30年10月）

ガードレール91メートルを設置した

安全性を高めるためにガードレールを数十
メートル設置していこうと考えている。

道路の危険性について町はどう思われるか。

通行の安全性を確保するため、平成30年度
にガードレール91メートルを設置した。


